


スポーツが

大好きな人

の置

鷺裟態
ニこす，、1′′。．、 孫致蓋

陸 上 ・

サ 、シカー
な ど

藩 鮮 紅 拝 80 0 円 1 ．5 0 0 円 1 回 の 便

、用 は 2 詩
簡 以 内　 ′

一 ．．態 1 ｊＯＯ円 Ｌ50 0 円

畷　 卦　 番 煩 雑 摺 3－0 0 0 円

軟 式野 球

、面

高 校 生 以 下 80 0円 ？．50 0円 1 画 の 使

用 は 2 時
間 以内

般 †，60 0 円 2．5 0 0円

（全　 き 町　 外　 書 4 ，8 0 0円 駁卵 再

ソ フ ト
ポ 「 ル

（半 面 ）

．高 校 生以 葦 40 0円 1，0∞ 円 当 海 賊 億

用 は 2 時
間 損 肉　 ′

一 一、 ．．瀬 80 0円 1．0 0 0円

町　 外　 吉 2 ，0 0 0円 2 ．0 0 0円

●使用時聞く夏期●4月～11月〉　9時～21時30分
〈冬期●12月～3月〉　9時～17時

内藤雅司くん

（伊響甘ス）

町
の
ど
真
ん
中
に

〔

こ
ん
な
広
い
球
場
で

優
勝
で
き
た
ら
い
い
な
ァ

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
初
め
て
見
た
時
、

広
い
な
あ
ｔ
と
思
い
ま
し
た
。
抜
か

れ
た
ら
絶
対
ホ
ー
ム
ラ
ン
に
な
る
か

ら
、
外
野
は
大
変
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
土
が
緑
色
だ
っ
た
か

ら
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ど
ん
な
は

ね
方
を
す
る
の
か
な
あ
　
ー
。
早
く

使
っ
て
確
か
め
て
み
た
い
で
す
。

こ
ん
な
広
い
球
場
で
優
勝
で
き
た

ら
、
気
分
が
い
い
だ
ろ
う
な
。貞鳴治子さん

（毒社宗）

町
が
明
る
く
な
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す

私
に
と
っ
て
テ
ニ
ス
は
生
活
の
一

部
で
す
。
遠
賀
町
や
芦
屋
町
の
コ
ー



ナ
イ
タ
ー
施
設
も

あ
り
ま
す
。

ど
し
ど
し

こ
利
用
く
だ
さ
い
。

水巻町都市計画課

技師　原田利春さん

ふるさとの丘整備事業を担当して

いる原田です。この事業は、約2ワ億

円をかけて、総合運動公園や豊前坊

展望広場、遊歩道などをつくるもの
です。

今国は、総合運動公園のうち、多

目的グラウンドとテニスコートが完
成しました。グラウンドはほこりが

たちにくいグリーンコート仕上げで、

軟式野球やソフトボール、サッカー

などに利用できます。また、テニス

コート（4面・壁打ち1面）は水は
けのよい人工芝コートです。両施設

ともナイター設備を完備しましたの

で、たくさんの人に利用していただ
きたいと思います。

平成2年度は、25ｍブール、幼児

用プール、弓道場のほか、アスレチ

ックや自然展望広場も整備します。
みなさんに親しまれる公園をつくり

たいと思っています。

●テニスコート使用料（1時間当たり）

高書交生
じｌ　下 300円

300円
1 回の使
用は 2 時
間以内

7ｌＩス

毯 た暫
一　 般 400円 400円

町外吉 ’800四 寧Ｏ的

璧打ち 町内壱 50円 100円 1 回の便

テニス 町外壱 相 関・． 200円 用は 日時闇以内　 ‾
●使用時聞
く夏期●4月～11月〉　9時～21時30分
〈冬期●12月～3月〉　9時～17時
●問い合わせ
管理事務所（ｔ｝201－5757）または
役場都市計画課（含201－4321）まで

●
水
は
け
の
よ
い
人
工
芝
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
4
面
・
璧
打
ち
1
面
）
。
ナ
イ
タ
ー
施

設
も
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
削
　
．

3
万
八
の

人
工
芝
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は

町
の
誇
り
に
な
り
ま
す
ね

町
に
人
工
芝
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が

あ
る
　
ー
　
こ
れ
は
誇
り
に
な
り
ま
す

ね
。
私
は
仕
事
柄
、
一
日
中
座
り
っ
ぱ

な
し
で
す
か
ら
、
休
み
の
日
は
テ
ニ

ス
で
汗
を
流
す
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
今
ま
で
は
、
毎
週
宗
像
の
コ
ー

ト
ま
で
出
か
け
て
い
た
ん
で
す
よ
。

こ
れ
か
ら
は
、
仕
事
の
帰
り
に
ナ

イ
タ
ー
で
プ
レ
イ
も
で
き
ま
す
。
テ

ニ
ス
仲
間
を
増
や
し
た
い
で
す
ね
。

者
だ
か
ら
割
高
で
し
ょ
。
水
巻
に
も

あ
る
と
い
い
な
あ
と
、
待
ち
望
ん
で

い
た
ん
で
す
よ
。
人
工
芝
で
夜
間
照

明
付
き
の
コ
ー
ト
で
す
ね
。
大
感
激

で
す
。
や
み
つ
き
に
な
り
そ
う
。

運
動
公
園
が
で
き
て
、
町
の
イ
メ

ト
で
練
習
し
て
い
ま
し
た
が
、



よ
り
豊
か
な
明
日
へ
向
け

新
た
な
決
意
で
ス
タ
ー
ト

昭
和
1
5
年
2
月
1
1
日
に
町
制
を
施
行
し
て
、
今
年
で
5
0
年
。
こ
の
間
、

さ
ま
ざ
ま
な
試
練
を
乗
り
越
え
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
水
巻
町
。
今
年
は

5
0
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
。
町
民
み
ん
な
で
祝
う
た
め
の
多
彩
な
記

念
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

4
月
1
5
日
、
町
で
は
こ
の
5
0
周
年
記
念
事
業
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
式

典
を
開
き
ま
し
た
。
会
場
の
中
央
公
民
館
に
は
町
内
外
か
ら
約
3
5
0
人
が
集

ま
り
、
2
1
世
紀
に
向
け
て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
は
、
永
沼
助
役
の
開
式
の

こ
と
ば
で
始
ま
り
ま
し
た
。
伊
藤
町
長

が
こ
れ
ま
で
の
五
十
年
を
振
り
返
り
、

「
水
巻
町
は
石
炭
産
業
と
と
も
に
発
展

し
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
六
年
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
っ
て
日
炭
が
全

面
閉
山
し
ま
し
た
。
以
来
、
新
し
い
町

づ
く
り
の
た
め
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

作
成
し
、
住
宅
政
策
、
鉱
害
復
旧
な
ど

に
力
を
入
れ
て
釆
ま
し
た
。
よ
う
や
く

役
場
庁
舎
と
中
央
公
民
館
が
完
成
し
、

永
年
待
ち
望
ん
だ
Ｊ
Ｒ
東
水
巻
駅
も
開

業
。
今
年
は
総
合
運
動
公
園
の
一
部
も

完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
五
十
周
年
を
節

目
に
、
今
後
も
、
明
る
く
健
康
な
う
る

お
い
の
あ
る
町
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
白
石
議
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
、
来
賓
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
つ
づ
い
て
、
永
年
の
間
町
政
発
展

の
た
め
に
努
力
さ
れ
た
町
政
功
労
者

や
、
最
高
齢
者
、
最
高
齢
夫
婦
な
ど
五

十
四
人
の
記
念
表
彰
が
行
わ
れ
、
受
章

者
を
代
表
し
て
、
中
村
芳
房
さ
ん
が
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
式
典
の
後
は
、
み
き
ｎ
た

ん
な
で
創
る
ふ
る
さ
と
会
に
よ
る
「
楢

ば
や
し
」
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
会
場
を

盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

窃
励
署
鹿
茸

霞
雷
的
宙
曹
◎

5
0
滴
年
記
念
被
表
彰
者

（
敬
称
略
）

∧
歴
代
町
長
∨

●
伊
藤
　
衛
門
（
頃

∧
歴
代
議
長
＞

●
中
村
　
芳
房

●
要
用
　
正
雄
（
頃

●
森
田
　
保
男
（
高
松
団
地
）

●
川
添
　
定
継
（
梅
ノ
木
団
地
）

●
江
藤
一
正
（
頃
　
未
）

Ｃ
鯉
口
団
地
〕

（
新
生
荷
）

（
吉
田
一
）

●
久
保
田
勝
馬
（
頃
　
宋
）

●
福
間
　
弘
祐
（
頃
　
宋
）

∧
歴
代
副
議
長
∨

●
石
塚
　
　
尊
皇
日
田
三
）

●
大
場
専
義
雄
（
猪
　
熊
）

●
畠
山
　
　
清
（
吉
田
Ｄ

●
山
本
　
利
俊
（
吉
田
二
）

●
梶
原
　
逸
男
（
み
ず
ほ
団
地
）

∧
最
高
齢
者
Ｖ

●
入
江
ヲ
カ
ト
（
下
　
二
）

∧
最
高
齢
夫
婦
∨

●
増
田
　
清
次
（

●
増
田
ス
ヾ
エ
（

∧
永
年
勤
続
功
労
者
・
議
会
∨

●
占
部
　
裕
子
（
鯉
口
団
地
）

●
小
柳
∴
重
年
（
高
松
団
地
）

●
鳥
谷
　
利
光
（
高
松
団
地
）



町
制
5
0
周
年
記
念
事
業
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が

決
ま
り
ま
し
た
。

●最優秀賞
清田イッキさん（八幡西区）

みずまきの〃みクを図案化。町民一体で
町づくりをめざしている水巻町を、人
人が肩を組んでいる姿で表現しました。

●準優秀賞
中村忠雄さん（若松区）
行実道子さん（美吉野団地）
●奨励賞
本田直樹さん（頃末）

蓼これねらの記念イへント鋤

町民大運動会

●5月13日（日、・／総合運動公園

（雨天の場合は20日）

高校野球招待試合

●5月27日旧、／総合運動公園
県下6チームを招待
文化講演会

●6月1日怠／中央公民館

講師：吉岡たすく

ＮＨＫラジオ体操

●8月6日甘／総合運動公園
野外コンサート

●8月27日脚／総合運動公園

▲永年勤続功労者
（議会）を代表し
て表彰を受ける
占部裕子さ・ん

車永年勤続功労者
（消防団）を代表
して表彰を受け
る中原敏夫さん

ト町政功労者
を代表して
表彰を受け
る藤崎正志
さん

▼会場には約350
人が集まった

町内の最高齢者

入江ヲカトさん

（下こ・96歳）

「こんな賞をいただいて、もったいな

いことです」と入江さん。

今でも、一日おきに机山荘に出かける

という元気なおばあちゃんです。歌った

り、踊ったりするのが大好きで、「大阪し
′　．1　ニ　　　　　　　　　’

ぐれ」が十八番。長寿の秘訣は晩酌するこ

ととか。いつまでも長生きしてください。

●
．
■
■
＿
■
＿
Ｈ
Ｍ
∴
．
．
．
ド
ー
ノ
、
Ｈ
　
こ
し
．
一
こ
け
ご
り
こ
’
＿
■
●
●
＿
■
＿
＿
＿
■
＿
■
●
■
●
＿
＿

町
内
の
最
高
齢
夫
婦

増
田
清
次
さ
ん
崩
歳
三
）

ス
ヾ
エ
さ
ん
（
8
7
歳
）

二人合わせて181歳という増田さん夫
婦。「永い年月には、うれしいこと、悲

しいこと色々ありました。今年は町制50
周年で表彰状まで頂き、私たち二人は本

当に幸せ者です。Ｊ結婚以来67年、一番

楽しかった思い出は、若いころ二人で折

尾まで芝居見物に行ったこととか。

（
ノ

∧
町
制
功
労
者
Ｖ

●
藤
崎
　
正
志
（
　
二
　
）

●
黒
瀬
　
囲
義
（
頃
　
宋
）

●
杉
本
　
勉
（
吉
田
団
地
）

●
伏
見
一
馬
（
高
尾
団
地
）

●
竹
内
　
我
利
（
古
　
賀
）

◆
柴
田
　
　
茂
（
新
生
荷
）

●
矢
野
シ
メ
子
Ｃ
高
松
団
地
）

◆
柴
田
　
貞
志
（
　
机
　
）

●
富
永
　
宗
信
Ｃ
猪
熊
町
住
）

●
稲
村
　
　
義
（
高
松
団
地
）

●
森
本
　
準
こ
（
富
田
田
地
）

●
山
田
　
　
勝
（
鯉
口
団
地
）

●
吉
田
サ
カ
ヱ
　
（
下
　
二
）

●
吉
田
ア
サ
ノ
　
〔
下
　
二
）

●
入
江
　
文
枝
（
宜
屋
敷
〕

●
松
尾
徳
之
祐
Ｃ
古
　
賀
）

●
平
野
　
治
夫
（
頃
　
末
）

●
畠
田
マ
ツ
エ
（
高
松
団
地
）

●
乗
用
ク
ツ
エ
（
頃
　
末
）

●
福
沢
　
恒
彦
（
頃
　
宋
）

●
石
橋
　
国
利
（
猪
　
熊
）

●
原
口
　
　
操
（
猪
　
熊
）

∧
永
年
勒
鋳
功
労
者
・
消
防
団
∨

●
中
原
　
敏
夫
（
　
二
　
）

●
永
澤
　
信
夫
（
吉
田
二
）

●
松
本
犬
次
郎
Ｃ
頃
　
末
〕

●
豊
渾
　
麟
児
Ｃ
下
　
二
）

●
岡
部
　
嘉
紀
（
吉
田
三
）

●
荒
巻
　
和
明
（
高
松
団
地
）

●
篠
原
　
信
幸
（
高
松
団
地
）

●
安
永
　
安
夫
（
高
松
団
地
）

●
宮
崎
　
秋
生
（
君
田
こ

●
入
江
　
雅
人
（
高
松
団
地
）

．、・



4月2日、（有）みずほタクシー

の車いす専用の福祉タクシーに、遠

賀郡消防署から患者等搬送事業者認

定証が交付されました。

この認定証は、運転手の山元満さ

んら3人が、北九州消防本部の講習
そ・せい

会で応急処置や心肺蘇生の技術を身

につけ、草にも担架や消毒液を備え

て、一定の基準に合格したために交

付されたものです。

「いざという時も冷静に対応でき

ます。安心してご利用ください」と

社長の松崎繁さん（写真）。

安心ＬＣご利用ください寄禁孟忘芸詣霊霊
ぶことができる車で、町内では一台

福祉タクシーに安全マーク　だけ。昨年9月から障害者の通院な
どに利用されています。

頃末・山ノ神にあったサギのマイ

ホームが、えぶり山荘南側の山の斜

面に移ったようです。（写真）

いままでの場所は、近くに総合運

動公園ができ、町道机・頃末線の道

路工事も進行中で、どうやら住みに

くくなったようです。

新しいマイホームは、民家から約

100桝離れた竹やぶの申。住んでい

るのはゴイサギ（灰色）とコサギ

（白）の2種ですが、昼間でも約50

羽が観察できます。

筑豊野鳥の会の梶原剛二さんは

「5月から6月にかけて、首から上

が黄色のアマサギが東南アジアから

帰って来ます。道路工事が終われば

元の位置に戻るかも知れませんね」

と話していました。

サギさん、
お引っ越し？

コロ君受難の日

4月20日はコロ君受難の日。それ

は大嫌いな狂犬病の予防注射がある

からです。ご主人と散歩のつもりで

ルンルン気分で出て来たコロ君（写

真・4歳）、いきなり大きな注射針

を見せられ「シマッタ．′」と思いま

したが、あとのまつり。

今年も町内20か所の会場で予防接

種を行いました。会場は、注射のつ

いでに「鼻におできができました」

とか、「食事はどんなものがいいの

ですか？」という質問が相次ぎ、ま

るでワンワン相談室のようでした。

町内には約900頚の犬が飼われて

います。まだ受け忘れた犬も多いよ

うです。予防接種を受けさせるのも

愛情の一つです。忘れた人は最寄り

の動物病院へどうぞ。

Ｉｌ

Ｃｌ

Ｅ Ｆ 昏

■

ｉ

’瓜 剖 ｎ 8 8

欄止現蹄



もつのお約束をしました
4月7日、町内5つの小学校で入学式が行われました。

今年の新一年生は396人。出生率の低下で年々減っています。
あすま

机小学校の新入生は61人。東和夫校長が、手づくりの紙

芝居を使って「朝起きたら自分で服を着ましょう。きちん

と歯をみがきましょう。きれいに激を洗ってください。好

き嫌いなく食べよう。ごあいさつをしよう。早寝早起きを

しよう。」と6つの約束をすると、会場からは「バーイ」

と元気な声が戻ってきました。

その後「1年1組は、くぼたともこ先生。1年2組は、

むなかたみちこ先生です。」と担任が紹介され、6年生の

お兄ちゃんから歓迎のあいさつを受けました。

ただいま「1億円の使い道」を検討中

ふるさと創生1億円の使い道を検討する「ふるさと委員

会」が3月22日に設置されました。メンバーは松尾徳之祐

委員長のほか、町内各種団体の代表など28人。

委員会では、町民や町職員から寄せられたアイデア128

件をもとに、①自然公園の設置⑧きれいな町並みづくり

⑨美しい町並みコンクール審査会の設置④町内案内・誘導

表示板の設置⑤ビデオライブラリーふるさと事業⑥町づく

り7人委員会の創設などの案について審議を重ねていま

す。今後、アイデアの独創性や実現性、効果などについて

検討し、5月中には伊藤町長に答申する予定です。1億円

が新しいふるさとづくりの起爆剤になるといいですね。

本物と見分けがつかないわ
4月15日の町制50周年記念式典にあわせて4月中旬、水

巻町文化連盟の作品展が中央公民館のロビーで開かれまし

た。

会場には、アートフラワー、墨彩画、ちぎり絵、陶器、

生け花、書道など、会員の力作がズラリ。訪れた人のため

息を誘っていました。

アートフラワーの展示場では「これはお嫁さんにあげる

のよ．′」と、2歳の光尾知美ちゃん（写真）は、マーガレ

ットのブーケがお気に入り。お母さんも「本物の花が生け

てあるかと思ったわ。暇になったら私も習ってみたいなあ」

と、色鮮やかな作品に熱い視線を注いでいました。

おかの台が便利になりました

4月1日から、おかの台団地の中を北九州市営バスが通

るようになりました。団地内には3か所にバス停が新設さ

れ、1日20便の折尾行き循環線が運行されています。

「今までは樋口のバス停を利用していましたが、買い物

の帰りは荷物が重いし、雨の日は大変でした。近くにバス

停ができて助かります」と平野君代さん（おかの台6棟）。

過に2、3度折尾までの買い物に利用するそうです。

今回のバス路線新設について、北九州市交通局の松川直

樹計画係長は、「ダイヤ改正に合わせて、地元から要望の

強かった、おかの台と高尾団地に折尾行を新設しました。

今後もサービス向上につとめます。」と話していました。



も
う
す
ぐ

成
人
ハ
癌
検
診
…
が

ま
ヽ
′
レ
ヽ

…
し
ま
り
ま
す
。

成
人
病
検
診
の
問
診
票
は
届
き
ま
し
た
か
？
　
今

年
も
5
月
1
6
日
か
ら
成
人
病
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。

昨
年
、
「
異
常
な
し
」
と
い
わ
れ
た
人
も
油
断
は

禁
物
。
か
ら
だ
の
チ
ェ
ッ
ク
は
定
期
的
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

水巻町では

こんな検診をやっています。

〝
か
ら
だ
″
の
定
期
点
検

し
ま
せ
ん
か
。

身体計測
身長・体重を測り、肥満傾向や
やせすぎなどを調べます。

尿検査
たん白・糖・潜血の有無を調べ

ます。（腎機能や糖尿病の早期
発見が目的です。）

問診
今までにかかった病気や自覚症
状、家族の病歴、飲酒や喫煙など
の生活習慣をおたずねします。
（自宅で記入してきてください。）

！還‡㌘Ｔ
聴診・触診などによって診察し
ます。

ヨ心電図
医師から必要といわれた人は受
けてください。

司保健指導
心配なことや、分からないこと
がありましたう、保健婦に相談
ください。

試食（中央公民館．吉田武道館）

食進会のみなさんが健康にいい
食事と理想的な塩分のみそ汁を
作ってくれます。家庭の味と比

べてみてください。

健
康
診
断
の
目
的
は
、
成
人
病
の
早

期
発
見
な
ど
、
か
ら
だ
の
異
常
を
発
見

す
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
検
査
結

果
に
応
じ
て
、
生
活
の
習
慣
を
軌
道
修

正
す
る
よ
い
機
会
に
も
な
り
ま
す
。
結

果
に
一
喜
一
憂
す
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
後
の
健
康
づ
く
り
や
症
状
の
悪
化
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
自
分
の
体
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

年
に
一
度
は
、
定
期
的
に
検
診
を
受

け
、
自
分
の
ク
今
″
の
健
康
状
態
を
把

握
し
ま
し
ょ
う
。

町
の
検
診
は
、
成
人
病
、
胃
が
ん
、

肺
が
ん
の
三
つ
を
セ
ッ
ト
で
行
っ
て
い

ま
す
。
成
人
病
の
検
診
は
、
医
師
に
よ

る
診
察
の
は
か
、
肥
満
度
、
血
圧
、

尿
、
血
液
な
ど
の
検
査
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
検
診
の
結
果
は
約
一
か
月
後

に
お
届
け
し
ま
す
。
異
常
が
あ
っ
て
も
、

な
く
て
も
、
受
け
た
人
全
員
に
お
送
り

し
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
一
人
一
人
に
あ

っ
た
医
師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。



●図2　異常値の多かった項目ワースト5（平成元年度）

昨
年
は
、
1
6
2
9
人
が

成
人
病
検
診
を
受
け
ま
し
た

図
ｌ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
昨

年
の
成
人
病
検
診
の
受
診
者
数
と
、
そ

の
結
果
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。

受
診
者
数
は
千
六
百
二
十
九
人
で
、

過
去
最
高
の
受
診
率
（
二
二
二
一
％
）

と
な
り
ま
し
た
。
健
康
に
関
心
を
持
つ

人
が
年
々
増
え
て
い
る
こ
と
は
、
う
れ

し
い
こ
と
で
す
。

年
代
別
で
見
る
と
、
六
十
代
が
ト
ッ

プ
で
、
四
十
代
、
五
十
代
の
順
で
す
。

受
け
た
人
の
約
八
五
％
に
、
何
ら
か
の

異
常
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

が
多
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

図
2
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、

異
常
が
見
つ
か
っ
た
人
を
、
項
目
別
に

分
類
し
た
も
の
で
す
。

最
も
異
常
値
が
多
か
っ
た
の
は
貧
血

で
し
た
。
貧
血
に
も
い
ろ
い
ろ
種
類
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
一
番
多
く
み

ら
れ
る
の
が
鉄
欠
乏
性
貧
血
で
す
。
鉄

は
体
内
で
つ
く
り
だ
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
す
べ
て
食
物
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

貧
血
予
防
に
は
、
鉄
分
を
多
く
含
む
レ

バ
ー
・
牛
肉
・
魚
二
且
な
ど
の
食
品
を
積

極
的
に
と
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

次
に
異
常
が
多
か
っ
た
の
は
高
脂
血

症
で
し
た
。
高
脂
血
症
を
そ
の
ま
ま
放

っ
て
お
く
と
、
動
脈
硬
化
が
じ
わ
じ
わ

こ
え
ノ
そ
く

と
進
ん
で
い
き
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞

の
要
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
美

食
、
酒
好
き
、
運
動
不
足
の
人
は
ご
用

心
／

貧血予防食

のつくり方
（鶏レバーの南蛮づけ）

材　料

●鶏レバー2009●調味料店）（しょうが汁・しょう油・酒
名・小さじ2）●がたくり粉大さじ3　●大ねぎ1本　●揚
げ油　●赤とうがらし校本　●調味料（診（しょう油・酢・
さとう名・大さじ1）●サラダ菜・貝割れ大根・トマト（そ
れぞれ適量）

①レバーはよく洗い、一口大に切って④の調味料にし
ばらくつけこんでおく。
（ａフライパンに少し多めの油を熟し、大ねぎをいため

てとり出す。（Ｄの水分をよく切り、がたくり粉をま
ぶして焼く。
（訂調味料（珍に赤とうがらしを加え、ねぎ、レバーをつ
けこむ。

（彰野菜といっしょに盛る。

は
「
疑
わ
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、

も
う
少
し
詳
し
く
調
べ
て
み
ま
し
ょ

う
。
」
と
い
う
意
味
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

疑
い
を
晴
ら
す
た
め
に
も
、
「
要
精
検
」

の
結
果
が
出
た
ら
、
必
ず
精
密
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
は
、

受
診
者
の
一
割
に
「
要
精
検
」

血
圧
や
尿
検
査
の
結
果
を

気
に
し
て
い
ま
せ
ん
か

「
貧
血
」
の
人
が
多
い

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

そ
れ
で
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
異
常

成
人
病
検
診
と
同
時
に
行
わ
れ
た
胃

が
ん
検
診
に
は
千
二
百
三
十
五
人
が
、

肺
が
ん
検
診
に
は
千
百
三
十
五
人
が
受

診
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
胃
が
ん
で
は

百
三
十
二
人
に
、
肺
が
ん
で
は
百
十
七

人
に
「
精
密
検
査
が
必
要
」
と
い
う
結

果
が
で
ま
し
た
。

で
も
、
精
密
検
査
の
結
果
は
、
ほ
と

ん
ど
の
人
が
「
異
常
な
し
」
と
が
ん
以

外
の
病
気
で
し
た
。
「
要
精
検
」
と
い

わ
れ
る
と
病
気
と
断
定
き
れ
た
よ
う
な

気
分
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ
れ

健
診
時
に
血
圧
が
高
か
っ
た
と
、
心

配
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

血
圧
は
、
季
節
や
一
時
的
な
緊
張
、

感
情
の
高
ぶ
り
や
測
定
し
た
時
間
帯
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件
で
変
動
し
や
す

い
も
の
で
す
。
自
分
の
血
圧
が
ど
の
範

囲
に
あ
る
の
か
、
定
期
的
に
測
っ
て
み

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

町
で
は
毎
月
第
一
金
曜
日
に
健
康
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
こ
の
日

以
外
に
も
、
次
の
日
程
で
健
康
相
談
日

を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
対
象
は

成
人
病
検
診
を
受
け
た
人
で
す
。
血
圧

測
定
と
同
時
に
尿
検
査
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
人
は
、
も
う

一
度
測
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
　
（
ふ
）

健 康 相 談 の ‖

●ところ　役場健康相談室

●時　間　年前柏時～廿埼

●日　程

6 月22日（金）

†

7 月17日（火）

8 月21日（火）

9 月18日（火）

10月18日（木）

11月15日（木）

12月18日（火）

1 月22日（火）

2 月14日（木 ）

3 月14日（木 ）

●成人病検診を受けた人が
対象です。

取払、

与＼・



健康づくりシリーズ⑱

か
っ
こ
よ
く

歩
い
て
い
ま
す

か　鷹
一■Ｌ

く

さ

′
カ

ナ

Ｌ

で

3

？

く

対

幸一せ．一一・・7－－－ｒＹｑ一悌

■
巌
●

歩

く

ｂ

Ｅｌ
守

6

か

条

ゆ　ま　吟
囁　め　轟　や　0　噂　を

窃・串・帝　か
せ　単　車
を＋藩　窃・昔

恕　な　お　か
ｘく　ゆ　き　専
の　夢　韻　さき

や＋吟　やこ　ぬ
め　ｇ・¢

車　重　詮
も’愈・儲＋窺　帝＋や・童

傍　聴　翁　む
き　身　尊　く藩　受
領　あ・や　尊
敬　あ　ごか　ぢ

静　鱒　等

輪　⑳　静1

藩学
轟

損 …き

砂・萄　凌・命
令　笹　串

4
月
9
日
と
1
3
日
の
2
回
に
分
け
て

中
央
公
民
館
で
「
歩
く
健
康
教
室
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

9
日
は
「
自
分
は
ど
ん
な
姿
で
歩
い

て
い
る
の
か
な
？
」
と
い
う
こ
と
で
、

参
加
者
の
歩
く
姿
を
ビ
デ
オ
撮
影
し
、

1
3
日
に
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
産
業
医
大

の
市
川
先
生
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
と
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

自
分
の
歩
く
姿
を
画
像
で
見
る
こ
と

は
め
っ
た
に
な
い
た
め
、
み
な
さ
ん
の

真
剣
な
ま
な
ざ
し
と
笑
い
で
盛
況
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
月
は
、
上
手
な
歩
き
万
の

コ
ツ
を
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
し
ま
す
。

最
初
か
ら
薄
着
に
す
る
と
、
体
が
な

か
な
か
温
ま
ら
ず
に
逆
効
果
で
す
。
ス

タ
ー
ト
時
は
タ
マ
ネ
ギ
の
よ
う
に
何
枚

も
重
ね
着
し
て
、
体
が
温
ま
っ
て
き
た

ら
徐
々
に
脱
ぐ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

背
す
じ
を
の
ば
し
、
胸

を
張
っ
て
堂
々
と
歩
く●衝こと。

つま先に足の指が十分動くくら
いの余裕があり、靴の幅、深さ
にも少し余裕のあるもの。
これらを微調節できるひもつき
の靴が便利でしょう。

●靴底

●体重が、かかとがらっま先に移動するように
歩きます。うしろ歩きを補習することで、体
重移動が上手になります。

勧説◎
ががとで着地　足の裏で地面　つま先でキッ
させ、地面に　を踏みしめる　クする
ふみ込む

靴底がやわらかで足のそりなどに密着
感があること。体重の1．2倍の重みが
かがるので弾力性のある、靴底の厚い
すべらない材質のものがよいでしょう。

運
動
し
始
め
て
か
ら
1
、
2
分
で
横

腹
が
痛
く
な
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
運
動
が
ハ
ー
ド
す
ぎ
る
か
ら
で

す
。
一
時
動
き
を
や
め
深
呼
吸
し
、
ペ
ー

ス
ダ
ウ
ン
し
て
動
き
始
め
ま
し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
し
た
後
は
、
運
動
を
急
に

や
め
る
と
心
臓
に
負
担
が
か
か
り
ま

す
。
少
し
歩
い
た
り
、
軽
い
ス
ト
レ
ッ

チ
を
し
た
り
し
て
、
徐
々
に
や
め
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

生
理
前
や
生
理
中

か
ら
と
い
っ
て

動
か
な
い
と
か
え
っ
て
生
理
痛
が
重
く

な
り
ま
す
。
軽
く
体
を
動
か
し
て
血
液

の
循
環
を
良
く
し
て
お
く
と
、
痛
み
も

軽
く
な
り
ま
す
。
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加 入 の

3 番

あなたは何号

国民年金は、

ある20歳から6

ての人が必ず力

方 法 は

重 類

被保険者 ？

国内に住所が

0歳までのすベ

ロ入します。加

第、1 号

叢二？叶曇弓

◎　　　 いない人〕・・
中破軽㊥軸郎坤痺密串繋

第2 号

鮮　　 ノー＿‾東 銀金勧め の加入者
施 工 ′′・一義国民年金細 料相当執 ま、厚生 、 必ず国保年金係へ届出をしなけれ
骨 、′言霊 票誓 票 警 掛金輔 ． ：：意 義 票 等 票

人の方法は右の3 種類に分け　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －　ほかの公的年金と重複して受ける

られます。

＜例外＞20歳以上の学生は現

在任意加入となっていますが

来年 4月から強制加入になり

ます。

第3 号
被保険者 －‾●如歳以上紬歳未満で、第2 骨被　 ような場合には、支払いの調整を

保険者嘩 葺き湘て擁為恕偽者 ノー．することになっているからです0

1才‾　 …・＿儀国民年金妹険料椒当琴恥 喀隼Ｉ．′　 もし、届け出が 遅れたりする

年金保険や共組 合単車とめて・、： と、余分に受けた年金を返してい

負酌 まず。　　　 ・空だく。ことになります0 十分ご注
菓 1 1 ｌ 0

滞船虻
芸 術 ．題＿…．＿‰讃、ヤ＿烹＿．．輿こ戯 一組 や・ぺ盟．忘 ＿完ニラ＿＿、・・適 …ここここ妾叛ｐ、・ニ・ニ払－・・と［呈…一一三ニーｌ

ｌ

更 利リｌで け ｌｏ
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おむね65歳以上の人をいつも
介護している．人が、介護疲れ　 －

や病気 ・冠婚葬祭などで介護

ができない場合、その人にか
わって一時的に指定施設受特
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する制度があります。

この制度は、ショ車ト・ステ
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赤十字運動強調月間
5月1日♭31日

守ろう！人のいのちと尊古を

日赤募金に協力ください。

日本赤十字社は、災害救護・

医療事業・社会福祉・血液事業・

国際援護などの活動を続けてい

ます。みなさんの温かいご支援

をお願いします。

●
対
象
者
　
三
歳
以
上
の
人
。
た
だ
し
、

小
中
学
生
は
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

小
学
生
は
一
・
二
・
五
年
生
、
中
学

生
は
二
年
生
が
対
象
で
す
。

●

期

　

間

　

5

月

1

5

日

～

6

月

3

0

日

●
接
種
場
所
　
町
内
の
各
医
院
で
診
療

時
間
内
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
接
種
方
法

▽
初
め
て
の
人
＝
一
週
間
か
ら
二
週

間
の
間
隔
で
二
回
接
種
し
、
来
年
む

う
一
回
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
（
基

礎
免
疫
が
で
き
ま
す
）

▽
追
加
接
種
＝
基
礎
免
疫
が
で
き
て

い
る
人
は
、
三
年
毎
に
一
回
受
け
て

く
だ
さ
い
。

●
料
　
金
一
回
に
つ
き
八
百
十
円
。

た
だ
し
、
中
学
生
以
下
の
子
供
や
、

生
活
保
護
世
帯
、
均
等
割
世
帯
、
非

課
税
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
。

●
問
診
票
　
有
料
の
人
は
各
医
院
の
窓

は
役
場
健
康
対
策
係
の
窓
口
ま
で
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
ん
な
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
んじん

▽
熱
の
あ
る
人
　
▽
心
臓
・
腎
臓
・

肝
臓
な
ど
に
慢
性
の
病
気
が
あ
る
人

▽
病
後
で
体
が
弱
っ
て
い
る
人
　
▽

し

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

す

い

と

え

ノ

風
疹
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
・
水
痘
な
ど

に
か
か
っ
て
、
一
か
月
以
上
経
っ
て

な
い
人
　
▽
ケ
イ
レ
ン
（
ひ
き
つ
け
）

を
起
こ
し
て
一
年
以
上
経
っ
て
な
い

人
　
▽
現
在
妊
娠
し
て
い
る
人
　
そ

の
は
か
、
心
配
な
点
は
か
か
り
つ
け

の
お
医
者
さ
ん
に
相
談
く
だ
さ
い
。

口
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。
無
料
の
人
一

福
岡
県
贅
と
交
通
安
全
協
会
で
は
、

優
良
自
動
車
運
転
者
表
彰
の
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

●
表
彰
の
種
別

優
艮
自
動
車
運
転
者
金
章
、
銀
章
な

ど
4
種
類
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
資
格

①
現
に
自
動
車
の
運
転
に
従
事
し
て

い
る
県
内
の
人

⑧
普
通
免
許
以
上
の
免
許
を
受
け
て

い
る
人

⑨
優
良
自
動
車
運
転
者
の
銀
章
の
表

彰
は
、
運
転
継
続
年
数
が
1
0
年
以
上

で
、
無
事
故
、
無
違
反
で
あ
る
こ

と
。
そ
の
他
の
表
彰
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
年
数
の
条
件
が
あ
り
ま
す

●
申
し
込
み
期
限
　
6
月
8
日

●
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
く
は
、
折
尾
警

察
署
交
通
総
務
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い

。

℡

6

9

1

局

0

3

3

1

番

県
で
は
老
人
と
家
族
の
同
居
を
促
進

す
る
た
め
、
増
改
築
資
金
の
貸
し
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
　
象
　
6
0
歳
以
上
の
人
と
同
居
ま

た
は
同
居
し
ょ
う
と
す
る
2
0
歳
以
上

6
0
歳
未
満
の
人

●
申
込
人
・
連
帯
保
証
人
の
資
格

県
内
に
一
年
以
上
住
み
、
月
収
が
十

万
円
以
上
で
6
0
歳
未
満
の
人

●
受
付
期
間
　
5
月
2
1
日
～
1
0
月
3
1
日

●
貸
付
条
件
　
年
利
三
パ
ー
セ
ン
ト
で

償
還
期
間
は
十
年
以
内
、
最
高
百
二

十
万
円
ま
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
老
人
児
童
係

と
び
う
め
国
体
の
成
功
と
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
た
め
、
募
金
を
行
っ
て
い
ま
す
。

募
金
箱
は
役
場
教
育
委
員
会
や
各
金
融

機
関
の
窓
口
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
目
標
額
　
二
十
五
億
円

●
期
　
間
　
平
成
3
年
3
月
3
1
日
ま
で

●
募
金
の
使
い
方
　
と
び
う
め
国
体
の

開
催
と
県
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め

に
設
け
ら
れ
た
「
福
岡
県
国
体
・
ス

ボ
ー
ッ
振
興
基
金
」
の
財
源
に
あ
て

ま
す
。

●
募
金
の
対
象
　
福
岡
県
内
外
の
法
人

や
団
体
と
個
人

●
問
い
合
わ
せ
　
と
ぴ
う
め
国
体
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
募
金
推
進
委
員
会
（
県

国
体
事
務
局
総
務
課
）
℡
（
0
9
2
）

6

5

1

局

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

番

住
宅
金
融
公
庫
の
個
人
向
け
住
宅
融

資
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

●
受
付
期
間
　
6
月
1
日
ま
で

●
金
　
利
　
住
宅
の
面
積
に
よ
り
五
・

三
％
、
五
・
八
％
、
六
・
三
％

●
融
資
額
　
建
築
面
積
や
構
造
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
百
二
十
五
平
方
メ

ー
ト
ル
以
下
の
木
造
住
宅
を
建
設
す

る
場
合
は
一
千
六
百
七
十
万
円
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
〒
8
1
0
福

岡
市
中
央
区
天
神
四
丁
目
1
番
3
7
号

住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支
店
合
（
0
9

2

）

7

2

2

局

5

0

1

1

番



「
最
近
の
技
術
を
身
に
つ
け
能
力
ア

ッ
プ
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
は
い

ま
せ
ん
か
。
八
幡
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、
そ
ん
な
人
の
た
め
の
技
術
講
習

会
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
た
だ
今
受
講

生
募
集
中
で
す
。

●
コ
ー
ス
と
定
員
　
ガ
ス
溶
接
（
1
0
）
・

Ｎ
Ｃ
旋
盤
（
1
0
）
・
Ｎ
Ｃ
フ
ラ
イ
ス

盤
（
1
0
）
・
製
缶
（
1
0
）
・
金
属
塗

装
（
1
0
）
・
消
防
設
備
士
（
2
0
）
・
電
気

工
事
士
（
3
0
）
・
配
電
盤
組
立
（
1
0
）

●
問
い
合
わ
せ
　
八
幡
技
能
開
発
セ
ン

タ

ー

℡

6

4

1

局

4

9

0

6

番

へ

5
月
は
水
防
月
間
で
す
。

水
害
か
ら
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め

に
は
、
河
川
工
事
と
と
も
に
「
水
防
活

動
」
が
重
要
で
す
。
水
防
月
間
は
、
こ

の
こ
と
を
み
な
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
期
間
中
は
、
国
・
県
・
市
町
村

が
合
同
で
危
険
箇
所
な
ど
の
合
同
巡
視

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
遠
賀
川
で

は
、
水
害
に
備
え
て
水
防
演
習
を
行
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
遠
賀
川
水
防
演
習
〕

●
と
　
き
　
5
月
2
0
日
（
日
）
午
前
9

時
か
ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ
　
飯
塚
市
幸
袋
（
遠
賀
川
川

島
橋
上
流
の
左
岸
河
川
敷
）

●
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
く
は
建
設
省
遠

賀
川
工
事
事
務
所
調
査
課
℡
（
0
9

4

9

2

）

2

局

1

8

3

0

番

へ

平
成
2
年
4
月
か
ら
6
月
ま
で
の
、

海
技
免
状
（
小
型
船
舶
操
縦
士
）
の
更

新
講
習
と
、
失
効
再
交
付
講
習
を
行
い

ま
す
。
●
と
　
き
　
6
月
1
5
日
（
金
）

●
と
こ
ろ
　
若
松
港
湾
労
働
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

●
開
講
時
間
　
更
新
＝
午
前
9
時
か
ら

失
効
＝
午
後
1
時
か
ら

●
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
く
は
関
門
海
技

協
会
〒
7
5
0
山
口
県
下
関
市
東
大
和
町

2

丁

目

3

番

2

5

号

℡

（

0

8

3

2

）

6

6

局

4

0

2

9

番

へ

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

∧
一
般
寄
付
と
し
て
∨

と
く

●
匿
名
の
方
お
二
人
か
ら

∧
香
典
返
し
と
し
て
∨

●
吉
田
三
　
　
故
・
諸
藩
マ
サ
ヱ
様

諸
藤
竹
次
郎
様

●
吉
田
二
　
　
故
・
宮
本
　
守
　
様

宮
本
一
義
様

●
吉
田
一
　
故
・
近
藤
　
ス
ギ
様

近
藤
　
健
二
様

●
頃
　
末
　
　
故
・
浅
井
　
フ
ミ
様

浅
井
　
英
明
様

故
・
豊
沢
フ
デ
ノ
様

豊
沢
　
幸
　
様

●
高
松
団
地
　
故
・
坂
井
　
キ
ヤ
様

坂
井
ヨ
シ
子
様

●
樋
　
口
　
　
故
・
銭
場
　
文
二
様

銭
場
賀
寿
代
様

●
猪
　
熊
　
　
故
・
角
繹
　
炊
雄
様

角
稗
　
征
行
様

●
中
間
市
中
鶴
故
・
相
島
　
信
昭
様

相
島
　
佳
子
様

●
頃
　
末
　
　
故
・
上
本
　
峰
市
様

上
本
フ
ユ
ト
様

●
頃
　
末
　
　
故
・
田
中
チ
サ
ト
様

田
中
　
昭
三
様

●
吉
田
二
　
　
故
・
白
石
　
春
堆
様

白
石
　
喬
　
様

∧
物
品
寄
付
と
し
て
∨

●
猪
熊
町
住
　
　
　
川
島
憲
二
郎
様

エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
（
自
転
車
こ
ぎ
）

告ラ右㊨トラ右⑧
午前9時～午後6時
（28日は午後3時まで）

墓水巻町中央公民館誓
主催／水巻さつき同好会

交通事故のご相談は

お気軽にどうぞ

無料でご相談に

応じております

社団法人　日本損害保険協会

小倉自動車保険
請求相談センター
北九州市小倉北区紺屋町9－1

明治生命小倉ビル8階

電話のこ相談もお受けします

合521－2140（直通）

「



？

．

き

り

Ｊ

〉01く

柴
田
貞
∵
走

ぬ
か

こ
れ
よ
り
糠
塚
村
、
若
松
村
を
経
て
西
の
遠
賀
川
を

渡
っ
て
島
津
村
に
つ
き
、
さ
ら
に
こ
こ
で
東
の
遠

賀
川
（
今
の
曲
川
の
位
置
）
を
渡
っ
て
古
賀
城
下
の

古
賀
村
に
つ
い
た
。
ま
た
古
賀
村
か
ら
は
山
越
え
し

愁
風
古
賀
古
城
（
六
）

「
毛
利
軍
の
敗
走
」

永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
八
月
、
大
友
と
毛
利
を

足
利
幕
府
が
仲
介
し
て
和
議
が
成
立
し
、
筑
前
国
に

束
の
間
の
平
和
が
お
と
ず
れ
た
。
し
か
し
長
つ
づ
き

は
せ
ず
永
禄
十
一
年
　
（
一
五
六
八
）
　
春
、
宗
麟
の

あ
ｌ
さ
と
し

非
道
を
恨
ん
だ
立
花
城
主
立
花
鑑
載
（
Ｊ
Ｒ
新
宮
駅

南
、
国
道
横
の
立
花
山
、
標
高
三
六
七
メ
ー
ト
ル
）

上
云
ノ

は
、
兵
一
万
を
擁
し
て
立
花
城
で
兵
を
挙
げ
た
。
怒
っ

べ
つ
ぎ
ど
う
せ
つ

た
宗
麟
は
、
勇
将
戸
次
道
雪
（
の
ち
の
立
花
道
雪
）

を
派
遣
し
て
立
花
城
を
包
囲
し
、
攻
防
三
か
月
の
す

え
力
つ
き
た
鑑
載
は
自
決
し
、
か
わ
り
に
宗
麟
は
道

雪
を
立
花
城
主
に
し
て
筑
前
の
押
さ
え
と
し
た
。

翌
十
二
年
春
、
宗
麟
は
肥
前
国
佐
賀
城
主
龍
造
寺

隆
信
が
筑
前
の
秋
月
、
高
橋
ら
と
結
ん
で
、
毛
利
へ

通
じ
て
い
る
の
を
知
り
、
遺
雪
を
絵
師
に
約
五
万
の

兵
で
こ
れ
を
攻
め
た
。
こ
れ
に
対
し
毛
利
元
就
は
同

年
三
月
、
約
四
万
の
兵
を
出
陣
さ
せ
、
み
ず
か
ら
も
小

倉
に
出
向
い
て
背
後
か
ら
立
花
城
を
攻
略
し
た
。
こ

あ
ｉ
ヱ
に
ね

の
と
き
道
雪
は
高
橋
鑑
種
の
居
城
宝
満
山
城
（
太
宰

府
町
宝
満
山
）
を
攻
め
て
い
た
が
、
急
を
聞
く
や
直
ち

た

た

ら

に
引
き
返
し
て
、
多
々
良
川
（
香
椎
、
箱
崎
間
）
の

合
戦
と
な
っ
た
。
戦
場
に
お
け
る
道
雪
は
、
足
が
悪

い
の
で
十
数
人
の
若
者
が
か
つ
ぐ
戸
板
に
乗
っ
て
常

に
軍
の
先
頭
に
立
ち
、

「
命
が
惜
し
く
ば
戸
板
を
捨
て
て
逃
げ
ろ
」

た

た

　

　

し

っ

た

と
、
か
つ
ぎ
棒
を
叩
い
て
叱
咤
、
一
時
は
博
多
町

内
ま
で
後
退
し
た
が
、
最
後
は
川
を
挟
ん
で
の
持

久
戦
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
宗
麟
は
策
を
め
ぐ
ら
し
、

再
興
に
燃
え
る
大
内
輝
弘
を
助
け
て
周
防
に
上
陸
さ

あ

ま

こ

せ
、
背
後
か
ら
毛
利
を
襲
っ
た
。
ま
た
尼
子
勝
久
を

擁
立
す
る
山
中
虎
之
助
と
通
じ
て
、
山
陰
か
ら
も

毛
利
領
へ
侵
入
さ
せ
た
。
こ
れ
に
は
小
倉
で
北
九
州

ま

の
制
掛
に
執
念
を
燃
や
し
て
い
た
元
就
で
あ
る
が
、

の

無
念
の
涙
を
呑
ん
で
、
そ
の
子
、
吉
川
、
小
早
川
の

両
将
に
筑
前
か
ら
の
撤
退
を
命
じ
た
。

永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
十
一
月
十
五
日
、
折

柄
、
み
ぞ
れ
ま
じ
り
の
寒
風
が
吹
く
な
か
を
、
毛
利

軍
は
撤
退
を
開
始
し
た
。
戦
い
は
攻
め
る
よ
り
撤
退

す
る
万
が
難
し
い
こ
と
は
、
大
平
洋
戦
争
で
知
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
多
々
良
川
か
ら
小
倉
ま
で
の
約
十
三

ほ

ら

と

う

げ

里
（
五
二
キ
ロ
）
は
、
洞
が
峠
を
き
め
込
ん
で
い
る

宗
像
、
麻
生
の
領
内
を
通
る
と
は
い
え
、
急
追
す
る

大
友
軍
の
前
に
は
あ
ま
り
に
も
悲
惨
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
「
西
国
盛
衰
記
」
に
次
の
よ
う
に

書
い
て
い
る
。

・
カ

折
ふ
し
天
掻
き
曇
り
風
は
げ
し
く
、
み
ぞ
れ
ま
じ

り
の
雨
降
り
し
か
ば
、
士
卒
大
い
に
こ
ご
え
疲

い
つ

れ
、
親
を
捨
て
主
を
あ
と
に
置
き
、
わ
れ
一
に
と

逃
げ
行
く
を
、
小
倉
ノ
津
ま
で
追
い
討
ち
に
せ
し

き
ん

ほ
ど
に
、
そ
の
行
程
十
余
里
が
間
は
、
死
人
算
を

ご
と

乱
せ
る
が
如
し
。
そ
の
日
、
大
友
万
の
討
ち
取
る

首
級
三
千
四
百
九
十
一
級
。

つ
ま
り
街
道
百
五
十
メ
ー
ト
ル
に
一
つ
の
死
体
が

打
ち
捨
て
ら
れ
た
計
算
に
な
る
。
当
時
の
街
道
は
、

赤
間
町
か
ら
城
山
峠
を
越
え
て
海
老
津
村
に
至
り
、

て
折
尾
村
に
出
て
黒
崎
に

至
る
道
筋
で
、
こ
れ
を
昔

わ
も
て

は
筑
前
表
街
道
と
い
っ
て

い
た
。
な
か
で
も
毛
利
軍

に
と
っ
て
、
二
つ
の
遠
賀

川
が
も
っ
と
も
悲
惨
で
あ

っ
た
。
寒
風
の
な
か
を
泳

い
で
渡
る
毛
利
軍
を
、
岸

で
待
ち
う
け
た
大
友
軍

が
真
っ
向
か
ら
拝
み
打

ち
、
死
体
は
累
々
と
し
て

川
を
鮮
血
で
染
め
た
と
あ

る
。
こ
の
と
き
古
賀
城
で

は
初
め
毛
利
軍
に
食
糧
な

ど
を
与
え
て
い
た
が
、
あ

ま
り
に
も
敗
走
兵
が
多
い

の
と
、
大
友
か
ら
の
後
難

を
恐
れ
て
大
手
門
は
閉
め

た
ま
ま
、
こ
れ
は
麻
生
、

宗
像
ら
が
直
ち
に
大
友
へ

帰
順
を
申
し
入
れ
た
こ
と

か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。

翌
年
、
年
号
は
元
亀
に

ナ
つ
．
っ

か
わ
り
、
立
花
城
で
篭
城

し
て
い
た
毛
利
軍
二
千
人

は
二
月
に
降
伏
し
て
、
両

軍
に
和
議
が
成
立
し
た
。

な
お
元
亀
二
年
（
一
五
七

一
）
六
月
、
毛
利
元
就
は

が
人
質
に
し
た
の
ち
、
彼
女
を
側
室
に
迎
え
入
れ
た

の
で
、
そ
の
後
の
筑
前
国
の
力
関
係
は
一
転
し
た
。

と
き
に
道
雪
五
十
九
歳
、
お
色
二
十
五
歳
、
「
宗
像

記
」
に
「
姫
君
は
容
顔
世
に
た
ぐ
い
な
く
ま
し
ま
し

て
い
は
つ

き
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
道
雪
は
剃
髪
し
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て
い
る
う
え
若
い
と
き
に
落
雷
で
足
が
不

自
由
に
な
っ
た
老
人
、
戦
国
の
世
で
あ
る

と
は
い
え
、
政
争
の
犠
牲
に
な
っ
た
お
色

は
可
愛
想
な
運
命
に
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
は
氏
貞
に
お
い
て

も
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
西
の

立
花
に
対
し
て
和
を
も
っ
て
あ
た
り
、
東

の
麻
生
に
勢
力
を
結
集
し
て
侵
攻
す
る
に

あ
っ
た
。
し
か
も
遠
賀
の
拠
点
吉
木
岡
ノ

城
は
、
天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）
以
来
、

氏
貞
の
家
臣
瓜
生
貞
延
が
城
主
と
な
っ
て

着
実
に
勢
力
を
培
養
し
て
い
た
。
他
方
、

麻
生
一
族
に
お
い
て
も
宗
像
へ
の
警
戒
は

お
こ
た
り
な
く
、
な
か
で
も
古
賀
城
は
岡

ノ
城
の
正
面
に
あ
っ
て
、
遠
賀
平
野
の
一

望
で
き
る
位
置
に
あ
る
の
で
、
宗
像
の
奇

た
い

襲
か
ら
麻
生
の
諸
城
を
守
る
対
の
城
で
あしげ

っ
た
。
こ
の
と
き
の
古
賀
城
主
は
麻
生
鎮

ぎ

ね

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た

か

ぎ

ね

実
、
そ
の
娘
は
花
尾
城
主
麻
生
隆
実
の
妻

で
あ
り
、
ま
た
隆
実
の
妹
は
山
鹿
城
主
麻

生
元
重
の
妻
で
あ
る
の
で
、
こ
の
三
城
は

他
の
城
よ
り
も
血
の
つ
な
が
り
は
漠
い
か

っ
た
。
（
麻
生
系
図
、
宗
像
記
に
よ
る
）

な
お
、
こ
れ
よ
り
二
年
後
の
天
正
元
年

（
一
五
七
三
）
、
足
利
幕
府
は
織
田
信
長

け
ご
く
じ
よ
う

に
よ
っ
て
倒
さ
れ
て
、
下
克
上
の
波
は
九

州
へ
も
押
し
寄
せ
て
き
た
。
北
九
州
に
お

い
て
は
大
友
の
制
覇
に
よ
っ
て
波
乱
は
な

無
念
に
も
七
十
五
歳
で
死
去
、
あ
と
を
孫
の
輝
元

が
十
九
歳
で
つ
い
で
、
筑
前
国
は
大
友
の
制
覇
す
る

と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
戦
国
の
時
勢
は
刻
々

と
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
あ
れ
だ
け
仲
の
悪
か
っ
た

い
ろ

立
花
道
雪
と
宗
像
氏
貞
が
、
氏
貞
の
妹
お
色
を
道
雪

い
か
に
み
え
た
が
、
そ
の
配
下
で
は
諸
将
が
互
い
に

覇
を
争
い
、
死
闘
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
麻
生
に

こ

し

た

ん

た

ん

お
い
て
も
虎
視
眈
眈
と
ね
ら
う
宗
像
軍
に
対
し
て
、

ど
の
城
も
備
え
を
厳
重
に
し
て
警
戒
を
強
め
て
い
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）


